
公表日：2023年11月1日 保護者アンケート実施：2023年9月1日～25日 事業所名：プレイジム

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等

スペースの十分な確保

9割以上の方に満足していただい

ています。（個室での活動のため

か狭いの意見もあります）

利用者のニーズを確認し、使用す

る部屋の配慮行います。

2 職員の適切な配置

法令に基づき、適切に専門性の高

い保育士を配置しています。また

作業療法士、言語聴覚士、公認心

理師など職種も配置し、サービス

を提供しています。

9割以上の方に満足していただい

ています。
現状で対応していきます。

3

本人にわかりやすい構造、バリア

フリー化、情報伝達等に配慮した

環境など障害の特性に応じた設

備整備

本人にわかりやすい構造化として

は、必要と思われる利用児に対し

て視覚的構造化のアイディアを活

用した提示などを行います。

また、配布物や掲示物などは読み

書きの苦手さをもつ利用者・児に

も配慮されたフォントを使用してい

ます。

8割以上の方に満足していただい

ています。

約9％の方が「わからない」と回

答されています。

配慮の必要性を感じているものの、十

分対応できていない点もあるようで

す。早急に、物理的配慮を実施します。

4

清潔で、心地よく過ごせ、子ども達

の活動に合わせた生活空間の確

保

日々の清掃を全職員にて取り組ん

でいます。

また、活動や子どもの特性に合わ

せて小部屋を活用するなど、それ

ぞれのお子さんが活動に集中しや

すい環境を整えるように配慮して

います。

9割以上の方に満足していただい

ています。
現状で対応していきます。

1

業務改善を進めるためのPDCA

サイクル（目標設定と振り返り）へ

の職員の積極的な参画

各委員会でPDCAサイクルを意

識した取り組みを実施しています。

個人情報などの取り扱いについ

て、目標をもって取り組むことなど

が強化されています。

2
第三者による外部評価を活用し

た業務改善の実施

第三者評価は受けていませんが、

監査指導課による実地指導を受

け、業務内容の見直しを行いまし

た。

実地指導の内容を踏まえ、引き続

き業務改善を図っていきます。

3
職員の資質の向上を行うための

研修機会の確保

外部研修や学会への参加など、

資質向上に努めています。

次年度、日本感覚統合学会、日本

LD学会の発表などを行います。さ

らなる資質向上を目指した取り組

みを継続していきます。

1

アセスメントを適切に行い、子ども

と保護者のニーズや課題を客観

的に分析した上での児童発達支

援計画又は放課後等デイサービ

ス計画の作成

今年度より保護者面談の頻度を

増やす取り組みを行っています。ま

た子どもの理解に必要な各種の

検査や臨床観察により得られた

情報をアセスメントし、支援計画を

作成しています。

9割以上の方に満足していただい

ています。

この部分は、プレイジムの重点項

目でもあります。引き続き、努めて

いきます。

2

子どもの状況に応じ、かつ個別活

動と集団活動を適宜組み合わせ

た児童発達支援又は放課後等デ

イサービス計画の作成

定期的な個別支援会議にて、随

時、支援計画の見直しの検討を実

施しています。

9割以上の方に満足していただい

ています。
継続していきます。

3

児童発達支援計画又は放課後等

デイサービス計画における子ども

の支援に必要な項目の設定及び

具体的な支援内容の記載

子どもや保護者のニーズに合わ

せ、問題解決を焦点化し、具体的

なプログラムを立案して記載して

います。

9割以上の方に満足していただい

ています。
継続していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4

児童発達支援計画又は放課後等

デイサービス計画に沿った適切な

支援の実施

昨年度より、療育モニタリング期

間を設け、提供する活動の修正や

グループへの参加などを検討して

います。

9割以上の方に満足していただい

ています。
継続していきます。

5
チーム全体での活動プログラムの

立案

グループ活動については、担当ス

タッフチームでを、プログラム内容

を検討し、実施しています。

継続していきます。

6
平日、休日、長期休暇に応じたき

め細やかな支援

平日、長期休暇期間ともに同様の

プログラムを実施しています。

現在の運営スタイルを継続してい

きます。

7
活動プログラムが固定化しないよ

うな工夫の実施

同じ目的の活動であっても、子ど

もの興味に合わせて活動を絶え

ず工夫するためにスタッフ同士で

の意見交換などを積極的に行っ

ています。

9割以上の方に満足していただい

ています。
継続していきます。

8

支援開始前における職員間でそ

の日の支援内容や役割分担につ

いての確認の徹底

ミーティング及び支援前の打合せ

の中で、役割分担等の確認を行っ

ています。

継続していきます。

9

支援終了後における職員間でそ

の日行われた支援の振り返りと気

付いた点などの情報の共有化

振り返りの共有を、翌日のミーティ

ングで行っています。
継続していきます。

10

日々の支援に関しての正確な記

録の徹底や、支援の検証・改善の

継続実施

新人職員に対して、SVが日々の

記録のチェックを行い、内容の適

切さ正確さを保つようにしていま

す。

継続していきます。

11

定期的なモニタリングの実施及び

児童発達支援計画又は放課後等

デイサービス計画の見直し

今年度より支援計画の見直しの

時期を、半年よりも短期間で行う

ようにし、よりタイムリーな計画変

更ができるよう取り組んでいます。

継続していきます。

1

子どもの状況に精通した最もふさ

わしい者による障害児相談支援

事業所のサービス担当者会議へ

参画

原則としてすべての会議に参加し

ています。児童発達支援管理責任

者が参加する場合が多いですが、

必要に応じてケース担当者も同席

しています。

今後も、サービス担当者会議を重

要な業務と認識し参画いたしま

す。

2

児童発達支援事業所からの円滑

な移行支援のため、保育所や認

定こども園、幼稚園、小学校、特別

支援学校（小学部）等との間での

支援内容等の十分な情報共有

サービス担当者会議を活用し、就

学に向け事前の検討会議などの

開催を行っています。

引き続き、保育園や学校との連携

をさらに充実させていくためのシ

ステム構築を目指していきます。

3

放課後等デイサービスからの円滑

な移行支援のため、学校を卒業

後、障害福祉サービス事業所等に

対するそれまでの支援内容等に

ついての十分な情報提供

低年齢の利用児が多く、障害福

祉サービス事業所への情報提供

を実施する機会はありませんでし

た。

今後、必要があれば実施します。

4

児童発達支援センターや発達障

害者支援センター等の専門機関

と連携や、専門機関での研修の

受講の促進

必要に応じて、他関連機関との情

報共有を行っています。他施設で

実施される研修へ積極的に参加

しています。

今後も、プレイジムが中心となり、

研修会などを通した地域ネット

ワークを構築していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

5

児等発達支援の場合の保育所や

認定こども園、幼稚園等との交流

や、放課後等デイサービスの場合

の放課後児童クラブや児童館と

の交流など、障害のない子どもと

活動する機会の提供

左記のような交流は、本施設にお

いて必要ないと考えています。

約4割弱の方が、そのような機会

がないと回答されています。

「交流」ではなく、インクルーシブ

の観点で、地域活動推進のため

の取り組みを行っています。

6

事業所の行事への地域住民の招

待など地域に開かれた事業の運

営

いわゆる施設の行事は、開催して

いません。
今後も予定はありません。

1
支援の内容、利用者負担等につ

いての丁寧な説明
契約時に説明を行っています。

100％の方に満足していただいて

います。
継続していきます。

2

児童発達支援計画又は放課後等

デイサービス計画を示しながらの

支援内容の丁寧な説明

面談で支援内容を説明する際に

は、個別支援計画を提示したうえ

で、目標や活動プログラムについ

て説明を行っています。

9割以上の方に満足していただい

ています。
継続していきます。

3

保護者の対応力の向上を図る観

点から、保護者に対する支援の実

施

オンラインによる保護者サポート

講座や事業所内相談支援、個別

の相談などを実施しています。

7割強の方に満足していただいて

います。

昨年と比べ若干満足度の向上が

みられます。さらに保護者ニーズ

に合わせた支援内容を実施でき

るよう努めていきます。

4

子どもの発達の状況や課題につ

いて、日頃から保護者との共通理

解の徹底

療育時の様子、支援の内容つい

ては面談・送迎時などに説明させ

ていただくとともに、保護者面談の

機会を増やしています。

9割以上の方に満足していただい

ています。

昨年と比べ若干満足度の向上が

みられます。さらに継続していきま

す。

5
保護者に対して家族支援が行わ

れているか

原則として、療育時間のなかで育

児に関する助言などを行っていま

す。また事後評価説明の面談の際

などに、家庭での悩みの対する相

談などをお受けしています。

9割以上の方に満足していただい

ています。

昨年と比べ若干満足度の向上が

みられます。さらに継続していきま

す。

6

保護者会の活動の支援や、保護

者会の開催による保護者同士の

連携支援

保護者会は、組織していません

が、オンラインでの保護者支援講

座などでのつながりも見られ始め

てきました。

6割弱程度の方が支援されている

と回答されています。

保護者同士の連携の在り方につ

いて、利用者のニーズを確認しな

がらさらに進めていきます。

7

子どもや保護者からの苦情に対

する対応体制整備や、子どもや保

護者に周知及び苦情があった場

合の迅速かつ適切な対応

苦情はその都度担当支援者に伝

えてもらうか、管理者に伝えてもら

うように利用契約時に説明を行う

とともに、玄関に掲示しています。

また苦情受付のボックスも施設玄

関に設置しています。

5割強以上の方に満足していただ

いています。

※多くの方は、苦情対応を利用し

たことがなく、このような結果に

なったと思われます。

さらに周知を進めていきます。

8

障害のある子どもや保護者との意

思の疎通や情報伝達のための配

慮

必要に応じて、口頭だけでなく書

面に書いて情報を提供するなどの

配慮を行っています。

9割以上の方に満足していただい

ています。
継続していきます。

9

定期的な会報等の発行、活動概

要や行事予定、連絡体制等の情

報についての子どもや保護者へ

の発信

保護者向け講座の案内などを中

心に保護者へメール使用した発

信を増やしています。

約8割弱の方に満足していただい

ています。
継続していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

10
個人情報の取扱いに対する十分

な対応

メールでの記録配信やクラウドを

活用したデータ管理などを導入し

ていますので、その取り扱いにつ

いて、個人情報管理委員会による

研修等を実施しています。

9割以上の方に満足していただい

ています。
継続していきます。

1

緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュアル

の策定と、職員や保護者への周知

徹底

保護者に対しては地震や火事な

ど緊急時の避難場所などはお伝

えしています。また必要に応じて、

感染症対応に関する説明の掲示

などを行っています。

約9割の方に満足していただいて

います。
継続していきます。

2

非常災害の発生に備えた、定期

的に避難、救出その他必要な訓

練の実施

すべての利用児が、最低年１回、

避難訓練に参加するよう避難訓

練の日時を設定し実施していま

す。

約8割強の方に満足していただい

ています。
継続していきます。

3
虐待を防止するための職員研修

機の確保等の適切な対応

虐待防止委員会を設置し、虐待

防止の研修を実施するとともに、

施設内、施設外での虐待防止に

努めています。

継続していきます。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合

における組織的な決定と、子ども

や保護者に事前に十分に説明・・

了解を得た上での児童発達支援

計画又は放課後等デイサービス

計画への記載

ケース担当者、児童発達管理責

任者、虐待防止委員会にて検討し

ています。適切な環境設定や対応

を行うことで身体拘束を無くすこ

とができるよう検討しました。

継続していきます。

5

食物アレルギーのある子どもに対

する医師の指示書に基づく適切

な対応

給食などがないため食物アレル

ギーに対する配慮は特別に行って

いませんが、イベントなどで食事を

取る際には、事前に保護者よりア

レルギー症状発生時の対応に関

しての指示書をいただき、適切な

対応ができるように職員一同への

周知徹底を行っています。

継続していきます。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事

業所内での共有の徹底

ヒヤリハットが発生した場合、直ち

に管理者に報告するとともに、報

告書をもとに職員ミーディングの

場でも周知徹底しています。

継続していきます。
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